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茨城＝上海便・春秋航空が就航茨城＝上海便・春秋航空が就航
月・水・土。週３便のチャーター便月・水・土。週３便のチャーター便

７月２８日、茨城空港に春秋航空が就航し、就航記念セレモ

ニーが行われました。

春秋航空は中華人民共和国上海市に本社を置く民間格安航空

会社 (LCC) で、初めて海外路線に着手し、茨城空港に就航しまし

た。現在は期間（７月２８日～８月３１日）を区切ってのチャー

ター便としての認可ですが、９月以降も同様のチャーター便を

継続し、定期便化を目指しております。

空港は、安定的に利用されることでその利便性が益々向上す

る都市基盤です。たくさんの方の利用が望まれます。
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小
美
玉
市
役
所

☎
48

－

１
１
１
１
（
代
）

　【
本
庁
で
の
延
長
業
務
】

 

市
民
課
☎
（
内
線
）
１
１
１
１

○
住
民
票
や
戸
籍
の
証
明
書
の
発

行
○
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
の
届

出
受
理

○
印
鑑
登
録
・
印
鑑
登
録
証
明
発

行
○
パ
ス
ポ
ー
ト
交
付　
　
　

 

税
務
課
☎
（
内
線
）
１
１
２
１

○
市
民
税
や
固
定
資
産
税
に
関
す

る
証
明

○
納
付
書
再
発
行

 
 

医
療
保
険
課

☎
（
内
線
）
１
１
０
２
・
１
１
０
６

○
国
民
健
康
保
険
の
資
格
取
得
、

　
　

喪
失
及
び
給
付
申
請

○
医
療
福
祉
（
マ
ル
福
）
の
資
格

取
得
、
喪
失
及
び
医
療
費
支
給

申
請

○
後
期
高
齢
者
医
療
の
給
付
申
請

 

会
計
課
☎
（
内
線
）
１
１
８
２

○
市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
な
ど
の
収
納

【
各
支
所
で
の
延
長
業
務
】

 

小
川
総
合
支
所
総
合
窓
口
課

☎
（
内
線
）
２
１
０
４

 

玉
里
総
合
支
所
総
合
窓
口
課

☎
（
内
線
）
３
１
０
１

○
住
民
票
や
戸
籍
の
証
明
書
の
発

行
○
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
の
届

出
受
理

○
印
鑑
登
録
・
印
鑑
登
録
証
明
発

行
○
市
民
税
や
固
定
資
産
税
に
関
す

る
証
明

○
納
付
書
再
発
行

○
国
民
健
康
保
険
の
資
格
取
得
、

喪
失
及
び
給
付
申
請

○
医
療
福
祉
（
マ
ル
福
）
の
資
格

取
得
、
喪
失
及
び
医
療
費
支
給

申
請

○
後
期
高
齢
者
医
療
の
給
付
申
請

○
市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
な
ど
の
収
納

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
、
22
年
９
月

よ
り
試
行
と
し
て
市
役
所
や
小
川
、
玉
里
総
合
支

所
の
窓
口
業
務
を
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

午
後
７
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　

延
長
す
る
窓
口
と
業
務
が
限
ら
れ
ま
す
の
で
、

詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
担
当
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

毎
週
水
曜
日
、

窓
口
業
務
時
間
を
延
長
し
ま
す

問問問

問問 問

※
他
市
町
村
や
関
係
機

関
へ
の
照
会
・
確
認

が
必
要
な
場
合
は
、

即
日
対
応
出
来
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※
ご
不
明
な
点
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
担
当

課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■ここがポイント■
 ・朝のラッシュ時は１０分間隔で運行
 ・区間最大３０円安（かしてつ代替バス比）

※この道は指定の路線バス以外は通行できません

かしてつバス道“８月３０日”開通かしてつバス道“８月３０日”開通
かしてつ（鹿島鉄道）の石岡駅－四箇村駅
間の線路が、バス道に生まれ変わって８月
３０日（月）から通行を開始します。皆様、
ぜひご利用ください。
時刻表や料金など詳しくは、市内各戸へ配
布予定の別刷りのチラシをご覧ください。
問 企画調整課 ( ☎ 48-1111、内 1232)

児童扶養手当の認定を受けている方へ
　児童扶養手当現況届の手続きはお済みですか？
　この認定を受けている方は現況届の手続きが必要です。　　
該当者にはすでに現況届の様式が郵送されています。この届出
がされないと、８月分以降の手当の支給が一時的に停止されま
す。また、そのまま提出されず２年を経過すると、認定が取り
消されてしまいますので、所得の限度額により手当てが全額支
給停止されている方も、必ず８月中に提出してください。
※用紙が届いていない方や記入の仕方等がわからない方は、下
記へお問い合わせください。

問 子ども福祉課 （玉里総合支所内） ☎ 48-1111( 内線） 3227
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１ 

基
本
構
想
の
踏
襲

　

計
画
の
理
念
・
テ
ー
マ
や
基
本
方

針
等
は
基
本
構
想
を
踏
襲
し
て
い
ま

す
。

２ 

（
仮
称
）
小
美
玉
ス
ポ
ー
ツ

シ
ュ
ー
レ
公
園
基
本
計
画
等
策
定
委

員
会
に
お
け
る
検
討
経
緯

　

（
仮
称
）
小
美
玉
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー

レ
公
園
基
本
計
画
（
以
下
「
基
本
計

画
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
、
協
議
・

検
討
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
（
仮

称
）
小
美
玉
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
公

園
等
策
定
委
員
会
（
以
下
「
策
定
委

員
会
」
と
い
う
。）
の
検
討
経
緯
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
１
回
策
定
委
員
会

　
　
　
　

（
平
成
21
年
９
月
25
日
）

○
協
議
事
項
【
策
定
委
員
会
の
位

置
づ
け
と
検
討
内
容
等
、
意
見

交
換
】

第
２
回
策
定
委
員
会
（
11
月
13
日
）

○
協
議
事
項
【
敷
地
条
件
の
整

理
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
・
導
入
機
能

（
案
）、
利
用
者
数
の
再
検
討
に

つ
い
て
】

第
３
回
策
定
委
員
会
（
12
月
18
日
）

○
協
議
事
項
【（
仮
称
）
公
園
基

本
計
画
図
（
案
）
に
つ
い
て
】

第
４
回
策
定
委
員
会

（
平
成
22
年
１
月
28
日
）

○
提
案
【
公
園
基
本
計
画
等
に
係

る
提
案
書
】

○
協
議
事
項
【
公
園
基
本
計
画
図

（
案
）
に
つ
い
て
、
管
理
・
宿

泊
棟
等
の
基
本
計
画
図
（
案
）

に
つ
い
て
】

第
５
回
策
定
委
員
会
（
２
月
25
日
）

○
協
議
事
項
【
公
園
基
本
計
画
図

（
案
）
に
つ
い
て
、
管
理
・
宿

泊
棟
等
の
基
本
計
画
図
（
案
）

に
つ
い
て
】

第
６
回
策
定
委
員
会
（
３
月
25
日
）

○
協
議
事
項
【
管
理
・
宿
泊
棟
等
、

公
園
の
基
本
計
画
（
案
）
に
つ

い
て
】

３ 

部
会
に
お
け
る
検
討
経
緯

　

策
定
委
員
会
に
は
、（
仮
称
）
小

美
玉
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
公
園
の
利

活
用
促
進
方
策
に
つ
い
て
、
市
民
等

の
意
見
を
反
映
し
た
計
画
策
定
を
行

う
た
め
、
市
民
や
関
係
団
体
、
行
政

で
構
成
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
教

育
学
習
部
会
」
及
び
「
産
業
振
興
部

会
」
の
２
つ
の
部
会
を
設
置
し
た
。

両
部
会
に
お
い
て
ア
イ
デ
ィ
ア
出
し

を
行
い
、協
議
を
経
て
「
10
の
提
案
」

を
と
り
ま
と
め
、
策
定
委
員
会
へ
提

出
し
た
。

　

部
会
に
お
け
る
検
討
経
緯
等
は
次

ペ
ー
ジ
の
表
１
・
２
の
と
お
り
で
あ

る
。

４ 

計
画
対
象
区
域
に
お
け
る
前
提

条
件
の
整
理
（
計
画
対
象
区
域
及
び

そ
の
周
辺
に
お
い
て
配
慮
す
べ
き
主

な
事
項
）

○
都
市
公
園
法
に
基
づ
く
都
市
公

園
（
運
動
公
園
）
と
し
て
の
整

備
○
環
境
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
環

境
と
の
共
生
を
図
る
公
園
整
備

○
森
林
法
に
基
づ
く
樹
林
地
の
保

全
と
整
備
（
残
置
森
林
、
造
成

森
林
）

○
大
規
模
宅
地
開
発
に
準
じ
た
安

全
・
安
心
な
調
整
池
の
整
備
及

び
既
設
水
路
の
移
設

○
地
元
意
向
を
踏
ま
え
た
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
線
（
市
道
美
２

－

３
号

線
等
）
の
整
備  

等

　

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
起
爆

剤
と
し
て
、
広
域
的
な
吸
引
力
を

も
っ
た
特
色
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
整
備
し
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
、
健
康
増
進
、
多
く
の

来
訪
者
が
も
た
ら
す
経
済
的
波
及
効

果
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
、
さ

ら
に
は
、
開
港
し
た
茨
城
空
港
の
利

用
促
進
策
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
20

年
度
に
「
小
美
玉
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
基
本
構
想
（
平
成
20
年
11
月
）」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
３
月
に
は
「
小

美
玉
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
地
区
」
と

し
て
国
土
交
通
省
に
「
都
市
再
生
整

備
計
画
（
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
・
現

在
は
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
）」

を
提
出
し
、
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
基
本
構
想
に
係
る
市
民

説
明
会
や
各
種
団
体
の
説
明
会
等
を

経
て
、
平
成
21
年
度
末
に
具
体
の
計

画
と
な
る
「（
仮
称
）
小
美
玉
ス
ポ
ー

ツ
シ
ュ
ー
レ
公
園
基
本
計
画
」
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。

　

基
本
計
画
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

まちも　市民も　みんなが元気
小美玉　コミュニティ スポーツ　シューレ
※シューレ【schule】：（独）学校の意…多様な学習の場と捉える。

（仮称）小美玉スポーツシューレ公園基本計画の意義

（仮称）小美玉スポーツシューレ公園のテーマ

・スポーツ・レクリエーションを通じた夢・健康づくり
・賑わいを創出する交流の場づくり　　　　　　　　　
・市全体及び地域振興に寄与する魅力ある拠点づくり　
によって、多様な人々が集い、楽しみ、学び合う、生
き生きとしたまちを育む

（
仮
称
）
小
美
玉
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
公
園
基
本
計
画

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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（表２）

【１０の提案（項目）】

提案１

（仮称）小美玉スポーツ

シューレ公園のあり方につ

いて

提案２

施設の導入機能について

提案３

利活用の促進に向けて

提案４

地元に経済波及効果をもた

らすために

提案５

施設の管理運営について

提案６

宿泊者の受け皿について

提案７

利活用促進を図るための方

法や仕組みなどについて

提案８

交流促進方策について

提案９

適切な利用料金の設定につ

いて

提案１０

効果的なＰＲについて

（表１）

第１回スポーツ振興・教育学習、産業振興部会 （平成 21 年 11 月 10 日）

○協議事項（公園に期待すること、利活用促進方策など）

第 2回スポーツ振興・教育学習、産業振興部会 （平成 21 年 11 月 30 日）

○協議事項（第 1回部会の意見の確認、利活用促進方策など）

第 3回スポーツ振興・教育学習、産業振興部会 （平成 21 年 12 月 25 日）

○協議事項（第 1回・第 2回部会の意見のまとめ、実現のための課題、
　解決策など）

第 4回スポーツ振興・教育学習、産業振興部会 （平成 22 年 01 月 21 日）

○協議事項（市及び策定委員会への提案書のとりまとめ）

５ 

計
画
平
面
図
（
案
）

（
１
）
主
な
施
設
概
要
（
案
）

・
管
理
棟
（
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、

ラ
ウ
ン
ジ
・
ロ
ビ
ー
、
レ
ス
ト
ラ

ン
・
厨
房
、
研
修
室
、
受
付
、
ト

イ
レ
、
宿
泊
室
、
浴
室
等
）

・
天
然
芝
・
人
工
芝
グ
ラ
ン
ド
・
芝

生
広
場
﹇
天
然
芝
：
サ
ッ
カ
ー

コ
ー
ト
（
約
68
ｍ
×
１
０
５
ｍ
換

算
）
５
面
分
・
人
工
芝
：
サ
ッ
カ
ー

コ
ー
ト
（
約
68
ｍ
×
１
０
５
ｍ
換

算
）
２
面
分
、
屋
根
付
多
目
的
広

場
（
人
工
芝
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
）

１
面
分
﹈

・
夜
間
照
明
（
人
工
芝
グ
ラ
ン
ド
２

面
分
）

・
そ
の
他
の
施
設
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
、
屋
外
ト
イ

レ
、
駐
車
場
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、

倉
庫
等
）

※
施
設
規
模
は
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
の

面
数
で
表
し
て
い
ま
す
が
、
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
フ
ッ

ト
サ
ル
な
ど
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
や

多
く
の
来
訪
者
を
迎
え
て
の
イ
ベ

ン
ト
等
の
誘
致
・
開
催
も
十
分
可
能

な
空
間
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。
ま

た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
は
周
回
約
１
km
、８
０
０
ｍ
、

６
０
０
ｍ
の
各
コ
ー
ス
を
配
置
し
て

い
る
。

（
２
）（
仮
称
）
小
美
玉
ス
ポ
ー
ツ

シ
ュ
ー
レ
公
園
基
本
計
画
図
（
案
）

６
ペ
ー
ジ
参
照

（
３
）
管
理
・
宿
泊
棟
の
基
本
計
画

平
面
図
（
案
）

７
ペ
ー
ジ
参
照

６　

整
備
計
画
等

（
１
）
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

平
成
22
年
度
か
ら
実
施
設
計
、
法

手
続
（
都
市
計
画
決
定
、
事
業
認
可

の
取
得
）、
用
地
買
収
、
造
成
工
事
、

公
園
整
備
工
事
を
行
い
、
平
成
24
年

度
の
供
用
開
始
（
運
営
開
始
）
を
目

指
し
て
い
る
。

（
２
）
事
業
費
の
積
算

　

今
後
、
実
施
設
計
の
中
で
、
計
画

平
面
図
（
案
）
に
基
づ
い
て
、
導
入

機
能
や
施
設
配
置
を
精
査
し
た
上

で
、
基
本
構
想
時
の
概
算
事
業
費
約

15
億
円
を
基
本
と
し
て
、
基
本
計

画
等
策
定
委
員
会
や
部
会
、
説
明
会

等
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
魅
力
あ

る
、
利
用
し
や
す
い
、
ま
た
環
境
に

配
慮
し
た
施
設
づ
く
り
と
い
う
観
点

か
ら
事
業
費
を
積
算
す
る
。
ま
た
、

積
算
に
あ
た
っ
て
は
、
後
述
の
と
お

り
様
々
な
事
業
費
削
減
策
を
検
討
す

る
な
ど
、事
業
費
の
抑
制
に
努
め
る
。

◆
事
業
費
（
管
理
費
）
を
低
減
さ
せ

る
た
め
の
取
り
組
み
例

①
手
づ
く
り
天
然
芝
グ
ラ
ン
ド
整
備

（
ポ
ッ
ト
苗
移
植
法
）

②
手
づ
く
り
の
樹
林
地
整
備
（
宮
脇

方
式
）

③
記
念
植
樹
制
度
等
を
活
用
し
た
整

備
７　

管
理
運
営
計
画

（
１
）
想
定
さ
れ
る
年
間
利
用
者
数

に
つ
い
て
（
基
本
構
想
を
受
け
た
再

検
討
）

　

①
当
初
（
供
用
開
始
か
ら
３
年
程

度
）

：

約
８
０
、
５
０
０
人
（
う
ち

宿
泊
利
用
者
約
１
６
、１
０
０
人
）

　

②
安
定
期
（
供
用
開
始
後
４
年
以

降
）

：

約
１
３
０
、
８
０
０
人
（
う

ち
宿
泊
利
用
者
約
２
２
、２
０
０
人
）

（
２
）
維
持
管
理
費
及
び
運
営
収
入

額
の
想
定

　

天
然
芝
グ
ラ
ン
ド
及
び
芝
生
広
場

５
面
、
人
工
芝
グ
ラ
ン
ド
２
面
の
場

合
の
施
設
維
持
管
理
費
は
、
概
算
で

年
間
約
11
・
５
千
万
円
程
度
（
人
件

費
含
む
）
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に

対
す
る
施
設
運
営
収
入
（
グ
ラ
ン
ド

使
用
料
・
宿
泊
・
飲
食
・
グ
ッ
ズ
販

売
な
ど
）
は
、概
算
で
当
初
段
階
５
・

５
千
万
円（
市
負
担
６
・
０
千
万
円
）、

安
定
期
段
階
７
・
４
千
万
円
（
市
負

担
４
・
１
千
万
円
）
と
想
定
さ
れ
る
。

※
年
間
維
持
管
理
費
は
、
想
定
さ
れ

る
最
大
の
経
費
を
見
込
ん
で
お
り
、

施
設
運
営
収
入
は
、
利
用
し
や
す
い

環
境
と
い
う
観
点
か
ら
他
の
類
似
施

設
に
比
し
て
安
価
な
使
用
料
等
を
設

置
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
は
今
後

詳
細
に
検
討
し
て
い
く
。

８　

費
用
対
効
果（
費
用
便
益
分
析
）

　

「
改
訂
第
２
版 

大
規
模
公
園
費
用

対
効
果
分
析
手
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
以

下
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
。）（
国

土
交
通
省
都
市
・
地
域
整
備
局
公
園

緑
地
課
監
修 

社
団
法
人
日
本
公
園

緑
地
協
会
編
集
・
発
行
）
に
基
づ
き
、

地
域
性
や
（
仮
称
）
小
美
玉
ス
ポ
ー

ツ
シ
ュ
ー
レ
公
園
の
特
殊
性
を
考
慮

し
、
費
用
対
効
果
（
い
わ
ゆ
る
Ｂ
／

Ｃ
）
を
算
定
す
る
と
次
ペ
ー
ジ
の
よ

う
に
な
る
。

９　

今
後
の
課
題
及
び
進
め
方

（
１
）
主
な
課
題

○
持
続
可
能
な
施
設
運
営
に
向
け
て

の
安
定
的
な
財
源
確
保
、
安
定
的
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都
市
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

な
利
用
者
の
確
保
対
策

○
市
民
や
団
体
等
と
の
連
携
に
よ
る

利
用
促
進
、
市
内
に
多
く
の
経
済

波
及
効
果
を
留
め
る
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り

○
地
域
密
着
型
・
住
民
参
加
型
の
施

設
づ
く
り
、
自
然
環
境
と
の
共
生

（
２
）
今
後
の
進
め
方

○
基
本
計
画
の
意
義
で
あ
る
「
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
た
夢
・
健
康
づ
く
り
」「
賑

わ
い
を
創
出
す
る
交
流
の
場
づ

く
り
」「
市
全
体
及
び
地
域
振
興

に
寄
与
す
る
魅
力
あ
る
拠
点
づ
く

り
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
市
民
、

関
係
団
体
及
び
行
政
が
連
携
し
な

が
ら
施
設
の
利
用
促
進
方
策
、
産

業
振
興
方
策
な
ど
の
検
討
を
進
め

る
。

○
利
用
促
進
を
図
る
た
め
の
効
率

的
・
効
果
的
な
施
設
の
管
理
運
営

方
式
の
検
討
や
市
内
外
の
利
用
料

金
の
考
え
方
、
宿
泊
料
金
な
ど
適

切
な
施
設
利
用
料
の
具
体
的
な
検

討
を
進
め
る
。

　

お
わ
り
に
、
こ
の
（
仮
称
）
小

美
玉
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
公
園

（「
シ
ュ
ー
レ
」
は
多
様
な
学
習
の
場

の
意
）
に
、
多
く
の

人
々
が
来
訪
す
る
こ

と
で
、
夢
・
健
康
づ

く
り
、
地
域
振
興
、

交
流
、
知
名
度
ア
ッ

プ
な
ど
様
々
な
効
果

が
期
待
で
き
る
事
業

と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
、

市
民
の
皆
様
方
の
、

ご
理
解
、
ご
支
援
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

小
美
玉
市
が
決
定
す
る
都
市
計

画
の
案
に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
の

ご
意
見
を
お
聴
き
す
る
た
め
、
計

画
案
の
概
要
を
お
知
ら
せ
す
る
と

と
も
に
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
変
更
す
る
都
市
計
画

小
美
玉
都
市
計
画
公
園
の
変
更

小
美
玉
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
公

園　

６
・
５
・
０
０
１
号

◆
都
市
計
画
の
案
の
閲
覧

・
閲
覧
期
間

　

８
月
31
日(

火)

〜
９
月
14
日(

火)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
日
祝
を
除
く
）

・
閲
覧
場
所

　

小
美
玉
市
役
所
都
市
整
備
課

　

小
川
総
合
支
所
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

◆
公
聴
会

・
日    

時

　

９
月
22
日(

水)  

午
後
２
時
〜

・
場    

所

　

小
川
総
合
支
所
３
階
大
会
議
室

◆
公
述
申
出
方
法

　

都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
、

公
述
（
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ

る
）
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
述

べ
よ
う
と
す
る
ご
意
見
の
要
旨

及
び
そ
の
理
由
と
住
所
、
氏
名

等
を
記
載
し
た
公
述
申
出
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
述
で
き
る
方
は
、

市
内
に
住
所
の
あ
る
方
及
び
利

害
関
係
の
あ
る
方
で
す
。

・
提 

出 

先

　

都
市
建
設
部
都
市
整
備
課

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

・
提
出
方
法

　

直
接
提
出
い
た
だ
く
か
、
又

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
公
述

申
出
書
は
閲
覧
場
所
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

・
提
出
期
間 

　

８
月
31
日(

火)

〜
９
月
14

日(

火)　

午
後
５
時
（
郵
送

は
必
着
）

・
そ 

の 

他

　

公
述
い
た
だ
く
方
に
は
通
知

し
ま
す
。
た
だ
し
、
同
趣
旨
の

意
見
が
多
数
の
場
合
な
ど
、
時

間
や
人
数
を
制
限
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

◆
公
聴
会
の
中
止

　

公
述
の
申
出
が
な
か
っ
た
場

合
は
、
公
聴
会
は
開
催
さ
れ
ま

せ
ん
。
公
聴
会
の
開
催
の
有
無

は
、
９
月
14
日(

火)

以
降
に

都
市
整
備
課
に
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

☎
48

－

１
１
１
１

都
市
整
備
課　

内
線
１
４
１
１

http://w
w
w
.city.om

itam
a.

lg.jp/

費用（Cost）の算定 便益（Benefi t）の算定

【事業費】

・施設整備費、用地費の総計

【維持管理費】

・公園供用後５０年間の維持管理費

【直接利用価値（旅行費用法）】
・実際の旅行費用以上に支払ってで
も公園を利用したいとする価値

【間接利用価値（効用関数法）】
・公園が存在することによる環境・
景観、防災面の価値

費用＝事業費＋維持管理費 便益＝直接利用価値＋間接利用価値

○ケース１
　（マニュアル〔誘致圏３０km〕に基づいた場合）：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　費用対効果（Ｂ／Ｃ）＝８．４２
○ケース２
　（競合公園をサッカーに特化した施設〔誘致圏３０km〕とした場合）：
　　　　　　　　　　　　　　　　　費用対効果（Ｂ／Ｃ）＝１３．６０

費用対効果（Ｂ／Ｃ）＝（便益）／（費用）
※Ｂ／Ｃ≧１．０の場合、社会経済的に効果的な事業

社会的割引率４％を考慮 社会的割引率４％を考慮
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市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
起
爆
剤

と
し
て
、
広
域
的
な
吸
引
力
を
も
っ

た
特
色
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
整
備
し
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
、
健
康
増
進
、
多
く
の

来
訪
者
が
も
た
ら
す
経
済
的
波
及
効

果
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
、
さ

ら
に
は
、
開
港
し
た
茨
城
空
港
の
利

用
促
進
策
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
20

年
度
に
「
小
美
玉
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
基
本
構
想
（
平
成
20
年
11
月
）」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
３
月
に
は
「
小

美
玉
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
地
区
」
と

し
て
国
土
交
通
省
に
「
都
市
再
生
整

備
計
画
（
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
：
現

在
は
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
）」

を
提
出
し
、
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
基
本
構
想
に
係
る
市
民

説
明
会
や
各
種
団
体
の
説
明
会
等
を

経
て
、
平
成
21
年
度
末
に
具
体
の
計

画
と
な
る
「（
仮
称
）
小
美
玉
ス
ポ
ー

ツ
シ
ュ
ー
レ
公
園
基
本
計
画
」
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。

　

基
本
計
画
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
（
仮
称
）
小
美
玉
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
公
園
基
本
計
画
図
（
案
）
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◆
　管
理
・
宿
泊
棟
の
基
本
計
画
平
面
図
（
案
）

１ 階 ２ 階
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１
百
里
飛
行
場
の
民
間
共
用

化
に
伴
う
地
域
振
興
策
等

に
つ
い
て

  

本
市
で
は
、
百
里
飛
行
場
の
民
間

共
用
化
を
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
施

策
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
に

伴
う
振
興
策
の
早
期
実
現
を
強
く
望

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

  

つ
い
て
は
、
今
後
予
想
さ
れ
る
公

共
施
設
整
備
等
の
地
域
振
興
事
業
等

に
つ
い
て
、
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら

れ
た
い
。

　

ま
た
、
民
間
共
用
化
で
整
備
さ
れ

た
新
滑
走
路
に
つ
い
て
は
、
既
存
滑

走
路
か
ら
西
側
へ
２
１
０
ｍ
の
位
置

に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
主
と
し
て
民

間
機
が
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

不
測
の
事
態
な
ど
の
緊
急
時
等
に
お

い
て
、
自
衛
隊
機
の
使
用
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
百
里
飛
行
場

西
側
区
域
の
騒
音
区
域
及
び
影
響
区

域
に
対
し
て
、
速
や
か
な
対
応
策
の

提
示
及
び
具
体
化
を
図
る
こ
と
。

２
新
滑
走
路
の
運
用
協
定
締

結
に
つ
い
て

　

新
滑
走
路
の
運
用
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
は
民
航
機
が
使
用
す
る
滑

走
路
で
は
あ
る
が
、
緊
急
時
に
お
い

て
自
衛
隊
機
が
使
用
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
使
用
形
態
等

を
関
係
機
関
で
あ
る
防
衛
省
・
国
土

交
通
省
・
茨
城
県
・
小
美
玉
市
で
協

定
書
の
早
期
締
結
を
図
る
こ
と
。

３
茨
城
空
港
の
安
全
・
危
機

管
理
対
策
に
つ
い
て

　

茨
城
空
港
が
開
港
し
空
港
の
管
理

及
び
管
制
は
防
衛
省
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
民
航
機
に
つ
い
て
の
安

全
・
危
機
管
理
対
策
に
つ
い
て
、
関

係
す
る
国
土
交
通
省
・
茨
城
県
等
と

連
携
し
、
飛
行
ル
ー
ト
や
飛
行
機
事

故
の
対
応
等
、
小
美
玉
市
へ
の
説
明

及
び
地
元
住
民
へ
の
説
明
会
を
開
催

す
る
な
ど
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

４
基
地
周
辺
障
害
防
止
対
策

に
つ
い
て

  

現
在
、
防
衛
省
で
は
、
基
地
周
辺

障
害
防
止
対
策
と
し
て
、
テ
レ
ビ
放

送
の
聴
取
障
害
に
対
し
、
受
信
料
の

二
分
の
一
を
助
成
し
て
い
る
が
、
十

分
な
障
害
対
策
と
は
い
え
な
い
状
況

で
あ
る
た
め
、
本
市
に
お
い
て
テ
レ

ビ
受
信
料
の
二
分
の
一
、
電
話
難
聴

対
策
と
し
て
、
基
本
料
相
当
額
及
び

周
辺
地
区
運
営
補
助
金
を
交
付
し

て
、
周
辺
住
民
と
の
協
調
維
持
発
展

を
図
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
昨
今
の

国
に
よ
る
構
造
改
革
や
景
気
の
低
迷

等
を
受
け
財
政
事
情
が
非
常
に
厳
し

く
、
安
定
的
な
継
続
が
困
難
な
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
左
記
事
項
に
つ

い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

（
１
）
テ
レ
ビ
放
送
受
信
料
減
免
区

域
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

全
額
免
除
と
す
る
こ
と
。

（
２
）
電
話
通
信
料
の
減
免
及
び
地

区
運
営
に
関
す
る
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

５
障
害
防
止
事
業
の
助
成
に

つ
い
て

  
学
校
施
設
や
医
療
施
設
等
に
つ
い

て
は
、
既
に
対
象
施
設
と
し
て
事
業

の
導
入
を
図
っ
て
き
た
が
、
他
の
施

設
も
同
様
に
著
し
い
障
害
を
受
け
て

い
る
の
で
、
全
地
域
の
公
共
施
設
等

全
て
の
障
害
施
設
を
補
助
対
象
と
す

る
よ
う
補
助
対
象
の
範
囲
及
び
施
設

拡
大
を
図
る
と
と
も
に
対
象
施
設
等

の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
、
改
良
に
要

す
る
経
費
を
補
助
対
象
と
す
る
こ

と
。

６
住
宅
防
音
の
助
成
に
つ
い

て

  

住
宅
防
音
工
事
に
つ
い
て
は
、
そ

の
助
成
等
に
よ
り
障
害
の
軽
減
が
図

ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
い
ま
だ
十
分
と

は
い
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

  

ま
た
、
現
在
の
助
成
基
準
で
は
、

本
市
に
お
け
る
都
市
計
画
や
基
地
周

辺
の
土
地
利
用
等
、
そ
の
発
展
が
阻

害
さ
れ
て
い
る
状
況
は
解
消
し
難
い

も
の
が
あ
る
。

  

つ
い
て
は
、
左
記
事
項
に
つ
い
て

特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

（
１
）
指
定
区
域
告
示
後
の
新
築
家

屋
に
つ
い
て
も
全
室
を
補
助

対
象
と
す
る
こ
と
。

（
２
）
空
調
機
に
係
る
電
気
料
金
の

全
額
負
担
を
実
施
す
る
こ
と
。

（
３
）
空
調
機
の
耐
用
年
数
を
実
態

に
即
す
る
よ
う
改
正
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
更
新
に
要
す

る
経
費
を
全
額
国
庫
負
担
と

す
る
こ
と
。

（
４
）
太
陽
光
発
電
（
ソ
ー
ラ
ー
シ

ス
テ
ム
）
の
制
度
を
創
設
し
、

そ
の
補
助
対
象
区
域
は
第
１

種
区
域
内
ま
で
と
す
る
こ
と
。

（
５
）
騒
音
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
騒
音
区
域
内
の
学
校
等
の

公
共
施
設
に
騒
音
測
定
器
を

池
部
北
関
東
防
衛
局
長
（
右
）
に
陳

情
書
を
手
渡
す
島
田
市
長
（
左
）

基
地
に
起
因
す
る
諸
問
題
の
解
決
を
訴
え

北
関
東
防
衛
局
へ
陳
情

７
月
２
日
、
島
田
市
長
ほ
か
市
執
行
部
と
市
議
会
百
里
基
地
対
策
委

員
会
が
、
百
里
基
地
周
辺
対
策
に
つ
い
て
北
関
東
防
衛
局
に
対
す
る
陳

情
を
行
い
ま
し
た
。

  

島
田
市
長
は
、
基
地
所
在
に
よ
る
住
民
生
活
の
影
響
、
不
利
益
や
障

害
を
踏
ま
え
、
基
地
に
起
因
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
説
明
。
地
元
の
実

情
を
理
解
し
、
周
辺
対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
強

く
訴
え
ま
し
た
。

  

局
側
か
ら
は
、
池
部
局
長
を
は
じ
め
次
長
、
企
画
部
長
、
関
係
各
課

担
当
職
員
が
出
席
し
、
市
の
訴
え
る
各
項
目
に
つ
い
て
の
回
答
と
説
明

を
し
、
要
望
に
つ
い
て
は
市
の
発
展
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
陳
情
事
項

に
つ
い
て
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
旨
の
回
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

陳
情
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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速
や
か
に
設
置
・
増
設
す
る

こ
と
。

（
６
）
住
宅
防
音
工
事
に
つ
い
て
は

実
施
ま
で
に
数
年
か
か
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
つ
い
て

は
各
防
衛
施
設
ご
と
に
予
算

を
確
保
し
、
地
域
に
偏
り
が

な
い
よ
う
公
平
か
つ
、
速
や

か
に
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
空
調
機
の
復
旧
工

事
に
つ
い
て
も
緊
急
性
が
極

め
て
高
い
の
で
迅
速
に
対
応

す
る
こ
と
。

７
移
転
の
補
償
等
に
つ
い
て

  

移
転
の
補
償
及
び
土
地
の
買
い
入

れ
に
つ
い
て
は
、
指
定
さ
れ
た
区
域

内
の
申
し
出
者
に
対
し
順
次
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
区
域
指

定
の
告
示
後
の
建
物
等
に
つ
い
て

は
、
損
失
補
償
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
。
告
示
日
（
昭
和
56
年
10
月
31

日
）
か
ら
す
で
に
28
年
が
経
過
し
、

建
物
の
新
・
改
築
は
必
然
の
行
為
で

あ
る
。

　

ま
た
、
買
い
入
れ
地
等
の
規
模
に

よ
り
、
そ
の
措
置
が
複
数
年
に
わ
た

り
、
申
し
出
か
ら
買
い
入
れ
ま
で
長

い
年
月
を
要
し
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
住
民
の
意
向
に
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
法
的
改
正
を

含
め
左
記
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
措

置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

（
１
）
移
転
補
償
対
象
区
域
の
指
定

告
示
後
の
建
物
等
に
つ
い
て

も
対
象
と
す
る
こ
と
。

（
２
）
所
要
の
予
算
額
を
確
保
し
、

速
や
か
に
土
地
を
買
い
入
れ

る
こ
と
。

（
３
）
買
い
入
れ
た
土
地
の
適
正
な

管
理
（
周
辺
財
産
の
除
草
等

を
年
度
内
に
早
期
に
実
施
。）

に
努
め
る
と
と
も
に
公
共
施

設
整
備
等
に
係
る
用
地
提
供

に
つ
い
て
は
迅
速
に
対
応
す

る
こ
と
。

８
民
生
安
定
施
設
助
成
事
業

に
つ
い
て

  

民
生
安
定
施
設
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
本
市
に
お
い
て
も
毎
年
計
画

的
な
導
入
を
図
り
周
辺
対
策
に
努
め

て
い
る
が
、
更
な
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
資
す
る
た
め
、
左
記
事
項
に

つ
い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

（
１
）
補
助
対
象
区
域
、
及
び
補
助

対
象
施
設
等
の
範
囲
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
補
助
率
を
引

き
上
げ
る
こ
と
。

（
２
）
施
設
等
の
老
朽
化
に
伴
う
更

新
、
改
良
、
修
繕
等
に
要
す

る
経
費
等
を
事
業
規
模
に
か

か
わ
ら
ず
補
助
対
象
と
す
る

こ
と
。

（
３
）
ソ
フ
ト
事
業
に
対
す
る
補
助

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

（
４
）
平
成
23
年
度
に
防
衛
省
補
助

事
業
と
し
て
実
施
予
定
の
左

記
事
業
に
つ
い
て
、
所
要
の

予
算
確
保
を
図
る
こ
と
。

 

・
百
里
基
地
周
辺
無
線
放
送
施
設
設

置
助
成
事
業　

　

親
局
（
一
式
）
子
局
（
30
局
）

　

再
送
信
子
局
（
４
局
）

　

事
業
費
２
１
６
、２
３
４
千
円

　
（
補
助
額
１
６
２
、１
７
５
千
円
）

・
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
Ⅰ

－

Ｂ
型　

１
台

　

事
業
費
４
９
、９
８
０
千
円

　

(

補
助
額
１
３
、５
５
６
千
円)

 

・
市
道
小
１
０
８
号
線
改
良
舗
装
事

業　

用
地
補
償
・
改
良
舗
装
一
式

　

事
業
費
１
５
０
、０
３
５
千
円

　
（
補
助
額
１
１
２
、５
２
５
千
円
）

・
市
道
小
１
１
５
号
線
改
良
舗
装
事

業　

用
地
補
償
・
改
良
舗
装
一
式

　

事
業
費  

９
７
、９
２
５
千
円

　
（
補
助
額
６
８
、５
４
７
千
円
）

９
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

調
整
交
付
金
に
つ
い
て

  

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交

付
金
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
着
実
に
そ
の
成
果
が
見

ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
更
な
る
施

設
等
整
備
の
充
実
が
望
ま
れ
て
い

る
。

  

つ
い
て
は
、
左
記
事
項
に
つ
い
て

特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

（
１
）
円
滑
な
事
業
推
進
の
た
め
、

交
付
金
の
増
額
及
び
早
期
の

交
付
決
定
を
図
る
こ
と
。

（
２
）
施
設
等
の
老
朽
化
に
伴
う
維

持
修
繕
等
に
要
す
る
経
費
等

を
交
付
金
対
象
と
す
る
こ
と
。

（
３
）
算
定
基
礎
の
改
正
を
図
る
こ

と
。

10 
農
耕
阻
害
損
失
補
償
に
つ

い
て

  

百
里
基
地
に
は
、
常
に
最
新
鋭
の

ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
等
多
数
の
航
空
機

が
配
備
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
高
性

能
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
等
の
飛
行
に
伴

う
コ
ー
ス
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。

  

ま
た
、
補
償
額
も
毎
年
減
少
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

  

つ
い
て
は
、
左
記
事
項
に
つ
い
て

特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

（
１
）
損
失
補
償
の
対
象
範
囲
を
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
グ
レ
ー

ド
の
簡
素
化
を
図
る
こ
と
。

（
２
）
補
償
額
の
増
額
を
図
る
こ
と
。

（
３
）
最
低
補
償
額
を
設
定
す
る
な

ど
制
度
の
見
直
し
を
図
る
こ

と
。

11
再
編
交
付
金
に
つ
い
て

　

既
存
施
設
の
維
持
管
理
等
に
対
す

る
事
業
等
、
地
域
の
要
望
に
、
き
め

細
か
な
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
制

度
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
交
付
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
。

12 

関
連
機
関
等
へ
の
申
し

入
れ
に
つ
い
て

  

百
里
基
地
対
策
に
関
連
し
て
、
左

記
の
と
お
り
関
係
機
関
へ
の
申
し
入

れ
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
願
い
た

い
。

（
１
）
基
地
交
付
金
に
つ
い
て
は
戦

闘
機
等
の
償
却
資
産
を
対
象

と
し
、
所
要
の
予
算
額
を
増

額
確
保
す
る
よ
う
総
務
省
へ

申
し
入
れ
る
と
と
も
に
、
航

空
燃
料
税
に
つ
い
て
、
現
行

法
で
は
国
の
納
税
義
務
が
な

い
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、

国
の
三
位
一
体
改
革
を
受
け
、

財
政
事
情
が
厳
し
い
昨
今
、

航
空
燃
料
譲
与
税
に
代
わ
る

新
た
な
交
付
金
の
創
設
に
つ

い
て
、
あ
わ
せ
て
総
務
省
に

申
し
入
れ
る
こ
と
。

（
２
）
基
地
の
運
用
に
つ
い
て
、
次

の
こ
と
を
航
空
幕
僚
長
へ
申

し
入
れ
る
こ
と
。

①  

基
地
周
辺
の
騒
音
公
害
を
軽
減

す
る
た
め
、
早
朝
（
午
前
８
時
ま

で
）、
昼
休
み
（
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
１
時
30
分
ま
で
）、
夜
間

（
午
後
６
時
以
降
）
及
び
土
・
日
・

祝
祭
日
、
地
域
か
ら
の
要
望
に
よ

る
葬
祭
時
、
主
要
行
事
時
の
飛
行

は
特
に
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除

き
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
こ
と
。

②  

離
陸
後
は
速
や
か
に
設
定
し
て

あ
る
訓
練
空
域
に
向
か
う
と
と
も

に
、
基
地
上
空
で
の
訓
練
を
行
わ

な
い
こ
と
、
さ
ら
に
飛
行
コ
ー
ス

や
安
全
飛
行
の
徹
底
を
図
る
こ

と
。

③  

基
地
の
運
用
に
伴
う
協
定
等
を

速
や
か
に
締
結
す
る
と
と
も
に
、

本
市
と
の
連
携
を
密
に
し
、
協
力

体
制
を
整
え
る
こ
と
。

13 

訓
練
移
転
に
係
る
安
全

対
策
等
に
つ
い
て

  日
米
共
同
訓
練
を
実
施
す
る
際
は
、

「
米
軍
再
編
に
係
る
百
里
基
地
へ
の

訓
練
移
転
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ

き
、
あ
ら
ゆ
る
事
故
の
未
然
防
止
と

安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

  

ま
た
、
基
地
周
辺
住
民
へ
の
迅
速

な
情
報
提
供
と
い
う
観
点
か
ら
、
日

米
共
同
訓
練
の
日
程
等
に
つ
い
て
速

や
か
に
本
市
へ
情
報
開
示
す
る
こ

と
。
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わわ だだ いい　６月２０日、茨城県武道館において、「第２７回茨
城県スポーツ少年団スポーツ大会空手道大会」が開
催され、小川空手スポーツ
少年団の中山朋佳さん（上
吉影小）が小学６年女子形
で見事優勝しました。
　中山さんは、７月２３日
から２５日に山梨県甲府市
小瀬スポーツ公園体育館で
開催される第２９回関東ブ
ロックスポーツ少年団大会
へ出場しました。

　7月１２日、下吉影小学校の１年生～３年生の約
４０人がブルーベリー摘みを体験しました。
　これは、市ブルーベリー生産組合（組合長　大曽
根憲雄さん）が「摘み取り体験を通して、農薬を使っ
ていない、国産のおいしいブルーベリーの味を子ど
もたちに知ってもらいたい」という思いから地元小
学校の社会体験学習にブルーベリー園を提供するこ
とになりました。
　当日、子どもたちは摘み取りながら試食をし、ま
た家族へのお土産用のブルーベリーを袋に詰めまし
た。大曽根さんは「帰ってから家族と一緒に味わい、
楽しい話題にして欲しい。家族皆にも身近な農産物
として覚えてもらいたい」と話していました。

法務省が主唱する「社会を明るくする運動（通称：
社
しゃめい

明運動」は、昭和 26 年からはじまり、全国的な
運動です。７月は、強調月間として全国的にも街頭
キャンペーンを展開され、本市では、１日を皮切り
に、小美玉市保護司会（片田友宏会長）・小美玉市更
生保護女性会（前野惠美子会長）が合同で、市内５
箇所で街頭キャンペーンを行いました。クリアホル
ダーにチラシを入れて、ティッシュ、うちわ、絆創膏、
ビスケットなどたくさんの啓蒙品を市民の皆さんに
手渡しながら、犯罪のない明るい社会の実現を呼び
かけました。用意した啓蒙品は、すべて配布されま
した。
１日は、美野里地区（羽鳥駅前）で午前６時半か

ら通勤通学で往来する方に対し行われました。１０
日は、小川地区 ( カスミ・エコス・茨城空港 ) や玉里
地区 ( ショッピングモールアスタ ) で買い物に来たお
客方や空港利用者に対して行われました。本年３月
に開港した茨城空港では、初めて実施されました。
このようなキャンペーンをはじめ、更生保護団体

は、日ごろから犯罪や非行をした人たちの立ち直り
を支えるとともに、犯罪や非行の予防に関する取り
組みを行い、地域に暮らす方々で支え合っていく社
会環境が醸成されるよう様々な奉仕活動を行ってい
ます。

法務大臣メッセージを市長（右）に手渡す片田会長（左）

下吉影小の児童（1～ 3年生）が
ブルーベリー摘みを体験

ホタルの観賞会で夕涼み

　７月 17日、中台東「ホトメの里」の会の皆さん（代
表　中野敏雄さん）によるホタルの観賞会が開催さ
れ、たくさんの方が夏の夜のひと時を楽しみました。
　同会では、ホタルやトンボ、メダカなどが生息で
きる里山の復活に取り組み、子どもたちが自然の中
で遊び・観察ができる環境の整備を進めています。
昨年は周辺の草刈や水路の整備だけでなく、ヘイケ
ホタルの飼育・繁殖の方法を研修。会員の皆さんに

より孵化された幼虫が「ホト
メの里」に放たれました。今
年も120匹の幼虫が放流され、
たくさんのホタルの発光・飛
翔を見ることができました。
　この日は、あらかじめ用意
されたホタルの成虫が子ども

たち一人ひとりの手に渡され、そこから夜空に向け
そっと放たれました。
　子どもたちは夜空に浮かぶ淡い光や草むらに隠れ
る光を見つけては喜びの声をあげ、また、子どもと
一緒に来られた保護者の皆さんからは「懐かしい」「楽
しかった」といった感想が多く聞かれました。

中山朋佳さん（上吉影小）
小学６年女子形で優勝

“社会を明るくする運動”
街頭キャンペーンを実施！
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健康バンザイ
ニュースポーツフェスティバルを開催
　小美玉市体育指導委員会（委員長　山口芳
夫さん）では、市、教育委員会と共催、体育
協会の後援、スポーツ推進員のご協力を得て
６月２０日に玉里総合運動公園を会場にニュ
ースポーツフェスティバルを開催しました。
　『ニュースポーツ』は『初めての人、経験者、
子どもからお年寄りまで、誰もがいつでも・
どこでも楽しむことのできるスポーツ』とし
て、近年さまざまな場面で多くの種目が紹介
されています。一般に、勝敗にこだわらずレ
クリエーションの一環として気軽に楽しむこ
とを主眼とした運動であることから、日ごろ
スポーツに取り組む時間のない方でも無理な
く、心地よい汗を流すことが可能です。
　今回はグランドゴルフと 4コートバレーボ
ールを実施しました。当日は、天気にも恵ま
れグランドゴルフに 100 名、4コートバレー
ボールには家族、スポーツ少年団、地域等か
ら 12 チームが参加し、大人から子どもまで
さわやかな汗を流し、笑顔でニュースポーツ
を楽しみました。

○グランドゴルフの部
優勝　岡田　和江さん（稲荷坪）
２位　坂場　四郎さん（飯前）
３位　長島　　誠さん（本田町）

○ 4コートバレーボールの部
優勝　五万堀チーム
　　　柳澤　進さん　　柳澤　文子さん
　　　中島　好江さん　桜井　節子さん
　　　持丸　直子さん
2位　みのり太鼓チーム　　　
3位　戸塚晃一さんチーム（羽木上）

　みのりミニバスケットボールスポーツ少年団は、６月
１９日・２０日に行われた茨城県スポ少ミニバス大会で強
豪ひしめく県大会の激戦を制し見事に初優勝を飾りました。
　この大会の地区予選を第２位で勝ち上がり県大会に臨ん
だみのりミニバスは、奇しくも決勝戦で地区大会で敗れた
相手と対戦。この試合で快勝し、見事に夏の県大会初優勝
を成し遂げ、７月に山梨県で行われた関東スポ少ミニバス
大会 ( １都７県＋開催県１の計９チーム参加 ) に茨城県代
表として出場しました。
　関東大会では総合４位の成績を収めましたが、チームと
しての実力を発揮しきれなかった今回の結果に満足してお
らず、この夏の厳しい練習に耐え、チーム２度目となる全
国大会出場を目指していくとのことです。
　次の大会での健闘が期待されます。

みのりミニバス(男子)夏の県大会を制す！

交通安全の呼びかけを行いました

ラバーズが３連覇～男女混合バレーボール大会～

県大会優勝の報告に市役所を訪れたみのりミニバスの皆さん

　６月６日、羽鳥コミュニティふれあい広場において、地
域交通安全活動推進委員（交通安全呼びかけ隊）が高齢者
や子どもたちに交通安全の呼びかけを行いました。
　当日は、茨城県警のマスコット “ ひばりくん ” も応援に
駆けつけ、子どもたちに対する交通安全のＰＲに一役買っ
てくれました。

　６月２７日、市バレーボール協会主催による男女混合バ
レーボール大会が小川南中、小川高校を会場に開催されま
した。この大会に参加したチームは、職場の仲間や友達
同士のチームなど、混合バレーならではの顔ぶれが揃い、
１８チームが参加し、熱戦の中にあっても楽しい大会となり
ました。
　大会は、友人同士で構成したラバーズチームが、３連覇
を成し遂げました。主な結果は以下のとおりです。
　優勝チーム　ラバーズ　　準優勝チーム　カンナ
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Hello again! This month the delegation from Abilene visited us here in 

Omitama. 6 adults and 13 students came on July 20th and stayed until 

the 29th. They stayed with host families from all around Omitama. We 

went to see a lot of things both near and far.

I think everyone particularly liked going to Nikko. We saw the Kegon 

Falls, and spent some time looking around Tokugawa Ieyasu's temple 

complex. It was extremely beautiful, and well worth all the stairs we 

had to climb!

We also took a trip to Tokyo and saw both the Tokyo Tower and the 

temple in Asakusa. I hadn't been inside Tokyo Tower before, so I was 

really impressed with the view! I'll talk more about what we saw and 

did next month. See you then!

　

　いつまでも、「元気で楽しい人生を」！！！
主　催：小美玉市シルバーリハビリ体操指導士会
共　催： 小美玉市社会福祉協議会  　
後　援：小美玉市介護福祉課地域包括支援センター

　　    　　　
　　いつでも、どこでも、一人でもできる。

　　会　場：      各会場に血圧計が設置されています。　
　小川保健相談センター　９月　７日（火）・１０月　５日（火）・１１月　９日（火）
　四 季 健 康 館　　　　　９月１７日（金）・１０月２０日（水）・１１月２４日（水）
　玉里保健福祉センター　９月２７日（月）・１０月２５日（月）・１１月２２日（月）

　　
　　各会場とも午前 10 時～ 11 時 30 分　　　　ご希望の方は、当日お気軽にお出かけください。
 対象者：　おおむね 60歳以上　　　　（特に足腰に不安のある方にお勧めです。）　　　
 参加費：　無料  『体操のできる服装』　飲物、タオルなどお持ちください。

　　　　問合せ先：小美玉市シルバーリハビリ体操指導士会（☎４６－１８６２）

ジェイソン先生！おみたま滞在記ジェイソン先生！おみたま滞在記

【和訳】お元気ですか？７月２０日から２９日迄アビリンからの訪問

団が小美玉に滞在しました。大人６人、学生１３人が市内全域から応

募してくれたホストファミリーのお世話になりました。市内外、県内

外を見学しましたが、とりわけ喜ばれたのは日光だったと思います。

華厳の滝を見ました。徳川家康の神社仏閣も見ました。何と美しいこ

と！登った階段の苦労も報われました。東京見物では、東京タワーと

浅草寺へ行きました。東京タワーに登ったのは今回初めてで、眺望の

すばらしさに感激！次回またこの続きをお伝えします。

棚一枚でもお気軽にどうぞ！

笹 光 建 設株式会社

〒 311-3416　茨城県小美玉市与沢 253-37
TEL 0299-54-0618　FAX 0299-54-0421

www.sasamitu.co.jp/

ささみつ 検索

新築 / 増改築 / 小さなリフォームなど

地域づくりを応援します

人と自然が調和する 

【ワンポイント英会話】

“ハウ・アー・ユー？と聞かれたら、

実際の気分を答えてみましょう。

疲れているか、落ち込んでいるか、

ルンルンか。会話を始めるよいきっ

かけになります。

アビリンの訪問団が小美玉市を訪れま
した。ジェイソン先生は小美玉市側の
一員として訪問団を歓迎するために奔
走 ･････!?。一緒に楽しい時間を過ご
したようでした。（雷門にて）

今月のジェイソン先生
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◎読書を通して、地域の人々の交流を図ることを目

的にして組織・活動。

①コスモス（生涯学習センター）の図書室より、常
時１００冊の図書を借用してコミュニティセン
ター（地区集会所）に常備し、毎日曜日の午前中
に貸し出しをしている。
②図書の貸し出しに限ら
ず、牛乳パックを利用
した椅子作り、古布利
用のぞうり作り、ペッ
トボトルを利用したペ
ンたてや小物入れなど
の工作や編物などの手芸を取り入れる。
③餅つき大会、健康体操など実施。

☆利用者が一人でも増え
　て、“ 輪 ” が大きくな
　ることを期待しながら
　活動を続けている。
☆毎日曜日の当番者を募
　集しています。

お！みた !! まちづくりお！みた !! まちづくり
まちづくり組織紹介

【まちづくり委員会】 【まちづくり委員会】
代表者：中島　淨
認　定：１９年４月
構　成：６０世帯

区　長：中根　要樹
認　定：２１年１０月
構　成：６５世帯

新田木谷地区
「ふれあいの輪」

上 合 区

　運動会は区の一大イベントとして毎年開催してお
り、今年で３１回目を迎えます。
　子どもからお年寄りまで参加できるよう種目を工
夫し、区民全員が参加して和気あいあいの楽しい一
日を過ごすと共に昼食事や競技の合間を通して同じ
地区にいてもなかなか会う機会のない者同士がいろ
いろなことを語りあったりするなど現在少なくなっ
ているコミュニケーションの場を作っています。
　この運動会を通して区民の親睦融和が図られ、よ
り明るい地域づくりに貢献しており、今後も永く続
けていきたいと計画しております。

石岡警察署管内　上半期の刑法犯認知件数について

　石岡警察署管内における上半期の刑法犯認知件数は７５８件で、前年同期比－１７件でした。
○地区ごとの認知件数
　・石岡地区　　３７５件（＋　３件） ・八郷地区　８３件（－２９件）
　・美野里地区　１３８件（－２０件） ・小川地区　８２件（＋　７件）
　・玉里地区　　　５２件（－　５件） ・その他　　２８件　　　　　（　）内は前年同期比の件数
○主な罪種の認知件数
　・乗り物盗　　　　１４０件（自動車３８件・オートバイ２４件・自転車７８件）
　・車上ねらい　　　　８２件
　・住宅対象侵入窃盗　５０件（忍び込み２５件・空き巣２１件　等）
　・器物損壊　　　　　９６件
◆自転車窃盗は、駅の駐輪場や大型店舗での、無施錠での被害が目立っています。自転車を駐輪する際は、
必ず鍵をかけてください。

◆県内全域で高級乗用車や貨物自動車が狙われる自動車窃盗が多発しています。イモビライザーや警報
機等の盗難防止装置の複数活用をお願いします。

◆住宅対象の侵入窃盗は、無施錠での被害が目立っています。家を不在にする際、就寝する際には必ず
鍵かけをお願いします。

◆依然として振り込め詐欺、特に「オレオレ詐欺」と「架空請求詐欺」が多発しています。
    「電話番号が変わった」という電話は詐欺　契約した「覚えのない請求」は無視してまず相談

　　問い合わせ　石岡警察署　☎２８－０１１０
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生涯学習・スポーツインフォメーション

平成２３年度小学校新入学児に
ランドセルを贈呈します！

玉里硬式ダブルステニス大会玉里硬式ダブルステニス大会
参加者募集！参加者募集！

小美玉市青少年相談員連絡協議会
総会を開催

　小美玉市教育委員会では、平成２３年度小学校新
入学児に対してランドセルを贈呈いたします。
　なお、七つの祝い式典及び記念品（ランドセル）
配布については次のとおりです。

【七つの祝い式典】
　平成２２年１１月１１日（木）
　午前１０時～　
    小川文化センター大ホール

【ランドセル配布】
・記念品については、式典当日に配布いたします。
・平成 22年 11 月 11 日（木）以降は、生涯学習課
（生涯学習センター）にてお渡しいたします。

　※その他詳細につきましては、後日該当児の保護
者宛に通知いたします。

【問い合わせ】　
教育委員会生涯学習課　☎２６－９１１１

６月２７日、生涯学習センターコスモスにおいて、小美
玉市青少年相談員連絡協議会（会長　横田佳夫さん）総会が
関係者出席のもと開催されました。また、総会に先立ち、青
少年相談員４３名へ委嘱状が交付されました。
　総会では平成２１年度の事業報告・決算に続き、平成２２
年度の事業計画・予算、役員改選が協議され全会一致で承認
されました。
小美玉市青少年相談員連絡協議会は、１．巡回指導　２．

相談活動　３．社会浄化活動を３本の大きな柱として青少年
の健全育成と非行防止活動を行っており、本年度も次の皆さ
んにより青少年健全育成活動に向けての取り組みがスタート
します。（敬称略）
◆青少年相談員正副会長
　　会　長　横田佳夫
　　副会長　小﨑　勲
　　副会長　立村　寛　　
　　副会長　藤田千夏子
◆青少年相談員

水野浩一、塚本美代子、沼田陽子、幡谷美恵子、幡谷文雄、
内田候司、田村政之、水野英雄、大野寛一、石井　旭、
田山文男、八文字弥利、田山久夫、伊藤正男、久慈日出子、
小野木芳枝、松本義則、井坂英二、大堤雄一、杉山　亘、
小林　浩、岡野健一、宮内幸雄、川井光男、大澤繁子、
高野一夫、宮内英也、保田篤也、大島庄治、菅澤宣昌、
須﨑　康、平戸利亜、野口隆夫、山口かほる、斉藤芙美子、
遠藤幸治、斉藤奈津子、長瀧和代、貝塚正幸

　　日　　時　１０月２９日 ( 金 )
　　会　　場　石岡ゴルフ倶楽部

参加資格　小美玉市民・市内事業所に勤務する者
参 加 料　２、０００円
プレー費　１２、８００円
　　　　　（キャディ・昼食・ドリンク付）
競技規則　・日本ゴルフ協会競技規則
　　　　　・小美玉市民ゴルフ大会競技規則
競技方法　新ぺリア方式　
　　　　　18ホールストロークプレー
申込方法　所定の申込書により参加料を添えて、
　　　　　下記の場所へ申込みください

◇玉里総合運動公園内スポーツ振興係
◇小川総合支所内スポーツ振興課窓口
◇希望ヶ丘公園

　　　　　※１人での申込は 4名まで可能です
申込期間　９月１日（水）～９月１５日（水）
　　　　　午前９時から午後５時まで
※定員（１６０名）になり次第締切ります
教育委員会スポーツ振興課スポーツ振興係
　（玉里総合運動公園内）
☎ 26-5761（直）・☎ 48-1111（内 3711）

問

日　　時　９月１８日（土）予備日１９日（日）
　　　　　午前８時３０分受付　９時試合開始
場　　所　玉里総合運動公園テニスコート
募　集　数　近隣に住む健康な初・中級程度の男女
　　　　　男子ダブルス、女子ダブルス　各１２組
参　加　費　１ペア　２、０００円　当日受付徴収します。
申込方法　申込受付は、９月１日（水）から。

参加申込書に必要事項を記入のうえお申し込
みください。
申込用紙は玉里総合運動公園事務室に用意し
てあります。（ＨＰからダウンロードも可）

当日の天候不良による態度決定は８時です。不明な場合
は、下記 まで問い合わせ下さい。
玉里硬式テニス部　川俣　☎０９０（８９４７）８１１６
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スカイマーク：茨城＝神戸便
１０月１日より運航再開！

さ・ら・に
札幌便・名古屋便の新規路線開設！

　７月２０日、スカイマーク西久保社長から、茨城＝

神戸便の１０月１日からの再開と、来年３月までに「茨

城＝札幌便」「茨城＝名古屋便」２路線の新規開設に

ついて話がありました。今後、茨城空港から神戸、札

幌、名古屋の国内３路線が展開され、ますます便利に

なる茨城空港を是非ご利用ください。

春秋航空：茨城＝上海便７月２８日就航！
週３往復のプログラムチャーター便開始！

　７月２１日、中国初のＬＣＣ「春秋航空」が茨城＝

上海便の７月２８日から８月３１日までのプログラム

チャーター便として国土交通省の許可を受けました。

茨城空港と上海浦東（プートン）国際空港間を毎週、

月・水・土曜日の週３往復を運航いたします。発着時

間は、上海浦東国際空港を現地時間８時５５分に出発、

茨城空港１２時５５分到着、１時間後の１３時５５分

に茨城空港を出発し、現地時間１５時５５分上海に到

着いたします。航空機は、１８０人乗りのエアバスＡ

３２０型機を使用し、約３時間のフライトとなります。

９月以降もチャーター便を継続し、定期便化を目指し

ております。

　現在、大手旅行会社から上海万博見学をセットにし

たパック旅行が販売されておりますので、茨城空港を

是非ご利用ください。

茨城空港周辺地域資源活用推進連絡会
総会が開催されました

　７月１６日、小川文化センター（アピオス）にお
いて、平成２２年度茨城空港周辺地域資源活用推進
連絡会（通称：セブンネット、会長　島田穣一市長）
総会が行われました。
　総会では、平成２１年度事業報告及び歳入歳出決
算、平成２２年度事業計画（案）及び歳入歳出予算（案）
が協議され、いずれも全会一致で承認されました。
　引き続き空港を活用した広域連携による地域観光
産業振興を進めるため、空港周辺地域の７市町が連
携して、空港周辺地場産品の振興（空の市の社会実験）
と「おもてなし」機能の整備・充実などに取り組み
ます。
　セブンネットは、空港周辺の石岡市、笠間市、か
すみがうら市、行方市、鉾田市、小美玉市、茨城町
の７市町及び商工会・商工会議所・観光協会などで
構成している連絡会です。

「空港を核とした魅力ある地域づくりに取り組みたい」
とあいさつする会長の島田市長

「市との連携を図り、空港や観光ＰＲを積極的に推進し
たい」とあいさつする飯島会長

小美玉市茨城空港利用促進協議会
総会が開催されました

　６月３０日、茨城空港ターミナルビルにおいて、平成
２２年度小美玉市茨城空港利用促進協議会（会長　飯島
利武さん）総会が行われました。
　総会では、平成２１年度事業報告及び歳入歳出決算、
平成２２年度事業計画（案）及び歳入歳出予算（案）に
ついて協議され、いずれも全会一致で承認されました。
　併せて、茨城空港利用促進等協議会や小美玉市と連携
して、スカイマーク社と百里基地に対し、神戸便運航継
続の要望を行うべきと意見が出され、全会一致で採択さ
れました。
　引き続き空港の利用促進に繋がる新たな名産品の開
発・検討や空港を活かした観光ルートの策定と空港のＰ
Ｒ／ＣＭ活動の展開などに取り組みます。
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６
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③
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２
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取
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県
教
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庁
義
務
教
育
課
人
事
担
当

☎
０
２
９

－

３
０
１

－

５
２
２
０　

受
験
資
格

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る

者
又
は
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で

あ
っ
た
者
で
、
平
成
23
年
３
月
31

日
ま
で
に
満
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歳
以
上
に
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も
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②
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務
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③
平
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３
月
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日
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に
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16

歳
以
上
に
な
る
者
（
①
及
び
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に

掲
げ
る
者
を
除
く
）

④
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
で
、

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15

歳
以
上
に
な
る
も
の

願
書
受
付
締
切

９
月
７
日
（
火
）
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

提
出
書
類

①
認
定
試
験
願
書
・
履
歴
書

②
戸
籍
抄
本
又
は
住
民
票
の
写
し

　
　

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等

の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
を
実
施

情
報
ガ
イ
ド

受験種目 防衛大学校 防衛医科大学校 自衛隊看護学生
応募資格 平成２３年４月１日現在、１８歳以上２１歳未満の者 平成２３年４月１日現在、１８歳

以上２４歳未満の者
受付期間 ９月６日 ( 月 ) から１０月１日 ( 金 ) まで（締切日必着）
試験期日 １次：１１月６日 ( 土 ) 及び７日

( 日 )
２次：１２月１４日 ( 火 ) ～１８
日 ( 土 ) までの間の指定された日

１次：１０月３０日 ( 土 ) 及び
３１日 ( 日 )
２次：１２月８日 ( 水 ) ～１０日
( 金 ) までの間の指定された日

１次：１０月２３日 ( 土 )

２次：１１月２０日 ( 土 ) 又は
２１日 ( 日 )

試験場 １次：受付時にお知らせします
２次：別途各人に通知します

１次：受付時にお知らせします
２次：防衛医科大学校

１次：受付時にお知らせします
２次：別途各人に通知します

その他 １次：筆記試験
２次：口述試験、小論文試験及び身体検査

１次：筆記試験、作文
２次：口述試験及び身体検査

問

平成 22 年度自衛官募集 詳しくは自衛隊茨城地方協力本部百里分駐所（航空自衛隊百里基地内）
へお問い合わせください。☎５２－１３６６
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４
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学校紹介

おみたまっ子おみたまっ子いきいき

玉里中学校（上玉里７５１番地の１）

下吉影小学校（下吉影１７６３番地４）

 た くましく   ま とまって 　り りしく
　本校は、教育目標「豊かな知性と、優れた品性
を備え、最善をつくす、心身ともにたくましい生
徒の育成」の具現化を目指し、２２５名の生徒と
２６名の教職員が一丸となって保護者や地域に信
頼される学校づくりに取り組んでいます。
　特に今年度は、生徒の学校生活で守る指標を「４
つのゼロ、３つの大好き」として掲げ取り組んで
います。
　「４つのゼロ」とは、遅刻ゼロ（時刻の厳守）、
ノーヘルゼロ（交通規則の遵守）、腰パンゼロ、カッ
コつけゼロ（基本的生活習慣の確立）です。
　「３つの大好き」とは、あいさつ大好き、ボラ
ンティア大好き、道徳大好きです。
　道徳の授業に関しては、道徳の授業時間の確保
と自作資料の作成、ＴＴによる多様な授業展開な
どに努め、道徳が好きな生徒の育成を図っていま
す。また、生徒のボランティア活動に関しては、
花壇の除草作業や校
門でのあいさつ運
動、昇降口の清掃活
動など、自分にでき
るボランティア活動
に積極的に取り組む
生徒の輪が広がって
きています。

　本校は、全校児童７５名という小規模校の利点
を生かして、様々な教育活動に取り組んでいます。
清掃等での縦割り班活動や種から花を育てる「一
人一プランター運動」。放課後には、学年を越え
てタグラグビーやソフトバレーボールに取り組む
姿が見られます。
　毎年１１月には、「下吉祭」で全校児童による

「ミュージカル」を上演します。一人一役で、台
詞だけでなく、歌やダンスもこなします。全校児
童で一つの作品を仕上げるのはとても大変です
が、全員が同じ思いを共有できるだけでなく、観
客の皆様にもその思いが伝わり、会場全体が一体
感を味わえる行事となっています。この「下吉祭」
を通して、学校と地域の方々との交流が深まって
いくのを感じます。
　今後も、地域に根ざし、今年度の教育キーワー
ドである「地
域 を 愛 し、
地域に愛さ
れる児童の
育成」をめ
ざし、全職
員 一 丸 と
なって取り
組んでまい
ります。

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）はドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）は
　人権を踏みにじる犯罪です。　人権を踏みにじる犯罪です。

ひとりで悩まないで。ひとりで悩まないで。

あきらめないで。あきらめないで。

☎DVヘルプライン
029-222-5757  水・金 10時～ 16時
0294-36-5260  月         13 時～ 16時

  （ｼﾞｭｰﾝらいずひたち担当 )

夫や恋人など親密な関係にある男性からの

暴力に悩んでいませんか？

「らいず」のＤＶヘルプラインでは、
研修を受けた女性スタッフが相談に応じます。

解決の道すじが見えるまで、
一緒に考え、共に歩きます。

心からの笑顔を取り戻しましょう。
・相談は無料です。
・秘密厳守、匿名でも受け付けます。

必要に応じて、関係機関、専門機関への紹介を行い
ます。

茨城県農業経営士として感謝賞を受賞
　農業経営士としての永年にわたる功績に対し、深
作政市さん（先後）に県知事からの感謝状が授与さ
れました。
　深作さんは、１５年間の長期にわたり県農業経
営士として地域農業の振興や農村環境整備の積極
的な推進、水戸農業高校での就農相談など、後継
者の育成等に尽力されました。また、県農業経営
士協会水戸支部長としても活躍してこられ、今年
７月９日をもって県農業経営士を退任されたこと
を受け、感謝状が贈られたものです。
　本市農業の発展に対する貢献に対し深く感謝し
ます。

〒 310 － 0024　
茨城県水戸市備前町２－５－４１５
ＮＰＯ法人ウィメンズネット「らいず」事務局
☎ 029-221-7242　FAX 029-225-6131
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　市では、市民ひとり一人の健康を目指し、食育スローガンを「合
言葉は お み た ま し」と定めました。小さいときからの生活習
慣病の予防、食生活の基礎づくりの〔食育〕に関する講習会を小
美玉市食生活改善推進協議会（会長 廣戸京子さん）、保育所 ( 園 )、
幼稚園、学校、地域、家庭、行政や関係機関と協力して行い「健
康で心豊かな人間性をはぐくむ」食育を推進していきます。

「合い言葉は お み た ま し 」

＊平成 21 年度小美玉市文化祭の「ヘルスメイト展」で、市民から提案いただいた食育推進のスローガンです。

　お　はよう しっかりたべよう あさごはん
朝食を食べることで、一日の活動の準備ができて生活リズムが整ってきます。早寝早起きをし
て朝食をしっかり食べましょう。

　み　んなのこさず ごちそうさま
食べ物を食べることは、命ある動植物をいただくこと、食にたずさわる方々の働きや思いやり
があってできることです。食べ残しや無駄をなくし感謝の気持ちを持ちましょう。

　た　くさんたべよう おみたまのやさい
小美玉市の豊富な野菜や食材を味わう機会を増やしましょう。食に関する知識を学び、郷土の
食材や料理、食文化を伝えていきましょう。

　ま　あるいこころで しょくたくかこもう
家族、友だち、仲間とともにする食事は、人と人とのコミュニケーションを円滑にしてくれて
心も元気になります。みんなで食卓を囲んで楽しく和やかに食事をしましょう。

　し　ょくじのバランス とりましょう
食事バランスに気をつけて健康な身体をつくりましょう。1 日 3 食、主食・副菜（野菜中心の
おかずをできれば 2 品）・主菜を摂りましょう。塩分や糖分、脂質の摂りすぎに注意しましょう。

あなたの夢のお手伝い
ＪＡ住宅ローン
茨城空港開港記念

「JA住宅ローン金利引き下げプラン」

お問い合わせ先
茨城県小美玉市小川 1484-2
常陸小川農業協同組合
☎０２９９－５８－２７３１

豊かな人間性をはぐくむ 
食育の推進 ～
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　小美玉市では、健康増進計画・食育推進計画策定や今後の健康づくり施策を進めるための基
礎資料とするため、平成 21 年度に《健康・食育に関するアンケート調査》を実施しました。
その結果、７割以上の方が「食育」について関心を持っていることがわかりました。
特に、

「生活習慣病（がん、糖尿病、
心臓病）が増加している問題」
「食生活の乱れ（栄養バランス
の崩れ・不規則な食事など）の
問題」
「遺伝子組み換え食品や輸入食
品、残留農薬など、食品の安全
確保の問題」

に対し高い関心が示されました。
（グラフ 1）　

　また、回答者の 4 割以上が自
分の食生活に問題があると感じて
おり、「食事のバランスが悪い」「食
べすぎてしまう」「食事の時間が
不規則」「中食 ( なかしょく )（家
庭外で調理された食品を家庭内で
摂る食事形態）や外食」などが多
く、特に 20 歳代から 30 歳代の
男性に朝食の欠食率が高いという
傾向が見られました。（グラフ２）

けんこうビューけんこうビュー

社交ダンス
教　室

文部科学省所管　日本ボールルームダンス連盟認定

会員募集中!初心者ă中高年者大歓迎!
健康増進 ･メタボ対策にもどうぞ

ダンス アカデミー美野里

小美玉市江戸165-3
JBDFプロダンス　インストラクター　半澤・松本
http : //dance -minor i .hust le .ne . jp/

0299 (48) 2568

新品も!中古も!純正品も!現金特価
自動車の保険ご利用の手続きも致します。

電話22-3740

自動車のガラス交換します！

石岡市国府 7-8-1【６号国道恋瀬橋北交差点角】

～健康で心

グラフ２

グラフ 1
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「何の症状もないから受けなくても大丈夫」「バリウムを飲むのが嫌だから受け

たくない」という方、いませんか？

がんは初期の段階では症状がないため、症状の有無だけで判断していると、早

期発見はおろか手遅れになることも少なくありません。特に４０歳を過ぎたら、

症状がなくても年１回は検診を受けることが大切です。

バリウムも以前より大分飲みやすくなり、検査自体は４分程度で終わります。

受け方は、検診スタッフがサポートしますので、初めての方でも安心して受診で

きます。

今年度最終となりますので、まだ申込みをしていない方・今まで検診を受けた

ことのない方は、ぜひこの機会に受診しましょう。

◆日程・検診項目・会場・受付時間

日　　程
検診項目

会　　場 受付時間
胃がん検診 大腸がん検診

１０月３日（日） ○ ○ 四季健康館
午前７時～９時３０分

（３０分毎の時間予約制）

◆検診内容・対象者・個人負担金

項　　目 内　　容 対象者（小美玉市に住民票がある方） 個人負担金

胃がん検診 バリウム検査 ４０歳以上 ５００円

大腸がん検診 採便検査（２日間分） ４０歳以上 ５００円

※７５歳以上、身体障がい者手帳１・２級、療育手帳Ａ・Ａ、生活保護の方は無料

◆申込み注意事項
・自覚症状のある方や毎回精密検査となる方は、医療機関での受診をお勧めします。
・今年４月以降に市または他の医療機関（人間ドック・病院・企業等）で受診予定・受診済みの方は対象となり

ません。

◆申込み期間　平成２２年９月６日（月）～９月１７日 ( 金 )
　　　　　　平日　午前８時３０分～午後５時１５分 ( 土日を除く )
　　　　　　＊定員になり次第締め切らせていただきます

◆申込み方法　下記へ電話または直接窓口にてお申込みください。

問い合わせ
健康増進課　（四季健康館内）
☎４８－０２２１

エイズや部族間抗争で親を失い、絶望の中にいたウガンダの子どもたちが、生きる喜びと未来への希望にあふれてくりひろげ

るエネルギッシュなゴスペルクワイヤー。そこには、今の日本が見失っている何かが見えます。 

ぜひ、お子さんと一緒にワトト・チルドレンズ・クワイヤーのパフォーマンスをお楽しみください。
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※昨年１２月の農地法改正により、関係申請書等の様式が変更され、また１０月から受付する農地法

第４・５条転用許可申請書の宛先は『小美玉市農業委員会長』となります。詳しくは農業委員会事

務局〔☎ 48-1111 内線 1502・1503〕にお問合せください。

　　　　　　　　
　『茨城県まちづくり特例市』の指定に係る事務権限の移譲に伴い、１０月１日から、２ヘクタール以下の農地

法第４・５条の許可事務等を農業委員会が所掌します。

　このため、農業委員会総会の開催日は原則毎月１０日（閉庁日の場合は前開庁日）となり、農地法の許可申請

書等の受付期間を総会前月の１８日から２５日（最終受付日が閉庁日の場合は前開庁日）までとします。

◆ 総会の開催日及び農地法の許可申請書等の受付期間

総会日【予定】 申請受付期間 ( 下記の開庁日 )
　９月２７日（月） 　９月　６日（月）～１０日（金）
１１月１０日（水） １０月１８日（月）～２５日（月）
１２月１０日（金） １１月１８日（木）～２５日（木）
平成２３年
　１月１１日（火） １２月２０日（月）～２４日（金）

平成２３年
　２月１０日（木） 　１月１８日（火）～２５日（火）
　３月１０日（木） 　２月１８日（金）～２５日（金）
　４月　８日（金） 　３月１８日（金）～２５日（金）

小美玉市誕生５周年・茨城空港開港記念

『★おみたま産業まつり』『★おみたま産業まつり』

産業まつりの出店者募集！

開催日時：１０月２４日 ( 日 )　（雨天決行）
　　　　　午前１０時から午後３時

開催場所：茨城空港ターミナルビル隣り空港公園（予定）

主　　催：小美玉市産業祭実行委員会

小美玉市産業祭実行委員会では、１０月２４日（日）に開催
される『★おみたま産業まつり』の出店者を募集いたします。
出店料等は不要です。
事業内容等を PRしたい方は、是非この機会に参加されてみ
てはいかがですか？
（※ご自分で営業等されている方または同業者の団体に限り
ます。）
（※産業まつり参加申込書につきましては、市ホームページ
商工観光課よりダウンロードが出来ます。）
申込締切　　９月１０日（金）
出店のお問い合わせは
<産業まつり事務局 >
市役所　商工観光課
☎４８－１１１１内線１１６１

本年度の市民体育祭は、下記日
程により実施いたします。
みなさまお誘いあわせのうえご
参加ください。
期　日：　１０月１０日（日）
　　　   雨天の場合１１日（月）
場　所：玉里総合運動公園

 　 0299-48-1111　内線 1221
編集・発行 小美玉市役所秘書広聴課

この広報紙は、環境に優しい大豆インキで印刷しています。

携帯電話から市政情報がご覧になれます。
http://www.city.omitama.lg.jp/m/

次回広報おみたま０月号の発行日は０月 00 日（木）です。

小美玉市誕生５周年記念

第５回小美玉市民体育祭

次回広報おみたま９月号の発行日は９月１６日（木）です。


